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’

　こ の 實驗か ら見 る と Riboflavin 硼酸結合物の 溶解度は 2500γ1ce以 上 で ある よ うに思 わ れ る．r

抽m．用
水 量の差に よつ て抽 出濃度 を異 にす，6 の は以上 の操作 では 、

1部分しか R 三boflavin 硼酸結

合物が 出來て い な い こ とを示す もの で あろ う．

　實用上 か ら見 て Ribofl証vin と同量 の 硼酸 を用 い蒸 發乾 固し た後そ の 200倍の 水を加え て 溶液

を つ く る の が最 も効果的で ある．

　斯 くして得 た Riboflavin溶液を ア ン プ ール i二詰め 1時間加熱殺菌 した後 冷藏庫 に貯藏 した が

10日聞で 何等の變化が 認 め られ な か つ た．

　　（V） 綜 ．　　　 括

　Ribof ヱa ・’in に 水 と硼 酸を加 えて 加熱溶解 さ せ た 後蒸發乾固する と著 し く溶解度の高 い Rib （レ
ー

fi』vin 硼酸結合物が得 られ る．丶
こ の 方法 に よつ て IOOOγ1cc以上 の Ribof 工avin 注 射藥 が つ くれ

る．硼酸所理 の最適條 件 は 19 の Riboflavin に 對 し 19 の 硼酸を加 え水 5CQcc を注加 し1時聞力ロ熱

溶解 させ た後蒸發乾固 し之に 400ce の 水 を加 えて 抽 出す るが よ い ．（高 閏研 究 室 報 告第269號）

放線菌の 生産す る抗菌性物質に關 する研究 （第 3 報）

Streptっmyces 　vinaceus の 抗菌性 物 質 の

シ ス テ イ ン に よ る影響

箕浦久兵 衛 ・ 宇 野 　 昭

（財 團法人長尾研 究所 京都 支所 ）

　 ＆ repfomyces 　t
’inα ceus の 生産 す る抗菌性物質は黄色葡萄状球 菌の 外 に チ フ ス 菌 ，

パ ラ チ フ ス 菌 ，

？v ラ菌 ， 赤痢菌， 大腸菌等の グ ラ ム 陰性菌に有効で ，あ る が
1）

，
こ の物質は Bacterial　Spectrum

の類似す る ス ト レ ナ トヤ ィ シ ン ig．5か 又 は ス ト レ プ ト ス ラ イ シ ン な るか 直 ちに 制別 し難 い ． しか

る に 踰 1面 暇 ・岻 禦 及 び lv・・K ・p・AN 氏等
3’に よぽ・ば不 ト レ プ ト マ イ シ ン の誰 蝦 酸

瓦斯 ， 糖類 ， 燐i酸鹽，
シ ス テ ィ ン に よ つ て 阻害さ れ る． こ の 中炭酸瓦斯は そ の 酸性 に よ io　t また

’

糖類は その 代 謝生産 物で あ る有機酸に よ る pH の低下 する †こめ ス ト レ プ ト マ イ シ ン が不 活性化す

るの で あ る．また シ ス テ ィ ン は ス ト レ プ トマ イ シ ン を不 活性化す る が ス ト レ プ ト ス ラ ィ シ ン に は

作用 し な い こ とが 判 つ だ 〕
， 認 二WAKSMAN 氏等

5）は ス hv プ トマ イ シ ン の 活性が シ ス テ ィ ン の

存在 に よ り大腸菌 に對 して 著 し く阻害 さ れ る に 反 し， 枯草菌 に對 し て は促進 され る事實 を寒天塗

抹法 を用い て 檢定 した ．　
．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〆

　肋 θ1痴叩
繝 tinacetls 　lこ就 い て そ の 抗 菌性物質が 果 して い つれ に 屡すべ きか を 明にす る 目的で

大腸菌 と枯草菌 に 對 す る シ ス テ ィ ン の影響を檢 し， 同時 に參考 と し て 黄色葡萄妝球菌 （寺島株）

を も併用 し次 の 實驗 を行 つ た．

　　 實驗 1　 「ブイヨ ン」使用

　 a ） 翫 t
’inα ceas の培養濾液 ： 葡 萄檀加 「ブイ ヨ ン 」 7日培養 ， 對大腸菌400倍 ， 對枯草菌200倍，

』
pH ＝ 7．8竃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t・

　 b） シ ス テ ィ ン 溶液 ： 鹽酸 シ ス テ イ ン の 1％溶液 を10％苛性曹達 に て 申和 後 SE【
r

［z 濾 過器 に て

濾過 した る もの
， 及び稀蹕 してO．1％ ，

0．Ol％ の3種 を作 る，
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　c ） a の ・「ブ イ ヨ ン 」稀釋列 （5〜 50，倍 ）45cc に b の 05ce 宛を添加す る．

　d） 大腸菌及 び枯草菌の「ブ イ ヨ ン 」寒天 37St
，
　16時間培養よ り1白金耳 を綵 b，lccの 生理 的食鹽

水 に稀釋 し・ 更 に その 1白金耳 を c に接種 し，37℃ ，
20時聞後檢す る．そ の結果は第1表の 如 し．

　　　　　　　　　第 正表 D 　 對 　 大 　 腸 　 菌 　 　 　 　 　 　 　 　 ’

　 　 　 ！

　　　 稀釋倍数

シ ス テ イ ン ％

10x25x
「

⊇

50 × 100 × 200x400 × 5σ9x
シ ス テ

イ ン の

み

1 1 L
o，10

．OlO

．0010

一　　　 ・　 十 十 十 十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

iD　　封　　枯　　草　　菌
＼

＼
稀 釋 倍數

　　　　　、
　　　　　　＼ 丶　 10×

シ ス テ イ ン ％ ＼

25 × 50x
　　　r100

× 2 0 × 4QOx500 ×

シ ス テ

イ ン の

み

　　　　　　 0・1　　　　　−　　　 一　　　 一　　　 一　　　 一　　　 一　　　 ＋　　　＋
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
　　　　　　 0．01　　　　

＿
　　　 ＿　　　 ＿　　　 ＿　　　 ＿　　　 ＋　　　 ＋ 　　　＋

　　　　　　 o・OOI　　　　
−
　　　

一
　　　

一
　　　 一　　　 一　　　 ＋　　　 ＋ 　　　．

ト

　　　　　　 0　　　　　　
−
　　　　一　　　。− 　　　　7 　　　　−　　　　十　

』
　　 ＋

　即 ちシ ス テ ィ ン の存在は大腸菌 に對 して は抗菌性 を阻害し ， 枯草菌に 對 して は促進す る．

　　貿驗 ll　「ブイ …ヂン」使用　　　　
’
　　 ．　　

「
　　 ．

・） 8璃 螂 跚 の培養濾液 ・ 1％黼 勵 月 「ブイ ・ ン 」 7日培養∫ 對大腸菌 320倍， 對枯草菌
160倍 ， 對寺 島株 3

，
2COf吝．

　
b） シ ス テ イ ン 溶液 i鹽酸 シ ス テ ィ ン の 1％ 溶液 を 10％苛性曹逹に て 中和後 15分間煮沸殺菌し

て前回同樣 ， 原 液の 外 に稀釋液0．1％，ODI％の 2種 を作 つ た．

　C） 前回 同樣．　 、

　d） 大腸菌 ， 枯草菌の 外に 葡萄状球 菌を用いた・接種 方法 等は 前回同樣，その 結果は第2表 の如 し．

　　　　　　　　　第 2 表 　i）　 耋竒　 大 　　腸 　　菌

　　　　稀 禪 倍數
塾

　　　　　　　　　　　　5×

シ ス テ ィ
・
ン ％

10×

　　’
20x40 ×

「

80x160 × 320× 6岳Dx
　　　一
シ ス ア

イ ン の

み

0．10
．010

．0010

十 十 十

十

十 　　　　十　　　　十

十　　　　十　　　　十

十 　　　　十　　　　十

一
　　　　 十

ii）　 封　　枯　　草　　菌

　 　　稀釋倍數

　　　　 r

シ ス テ イ と％

5 × 享Ox20x

　髄

40 × 80x160 × 320× 640
シ ス テ

イ ン の

み

1
’
　　　　　 1 1 1

0．10

．01の
0．0010

「

一
十

十

十

十

十

十

十

十

十

十
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iii）　　對 葡 萄 1伏 球 菌 （寺 島株）

　　　　稀 釋 倍數

。 。 テ ，瀛
5D × 1GO × 200 × 400×

　　　　1
　 　 　 　 1800

× 1
，
600x3 ，200x6 ，4，0

　　　一
シ ス ア

イ ン の

み

0．10

．OlO

．OOIO

十 ＋

＋

＋
‘

＋

＋

＋

士

　

マ

十

　

十

一

　帥ち大腸菌 と枯 草菌 に就て は前回 と全 く同 様な結果 を得 た．また葡萄朕球菌 に つ い て は大腸菌

に於 け る が如 くシ ス テ ィ ン の 存在 に よ う抗菌性が阻害 され る らしい が稍 々 不明瞭に絡 つ t：．

　　 費驗 區　寒天斜面 塗抹法

　 a ） ぷ ．脚 α6雌 の 培養濾液 ： 實驗 1，a と同一
の もの ．

　 b） シ ス テ イ ン 溶液 ； 實驗 1，
b と同樣加熱殺 菌 した 2％ 0，2％，

0．02％ の 3種 ．

　 c ） 稀釋 方法 ： 培 養濾液を 「ブ イ ヨ ン 」 に て稀釋倍數 （1x ）2．5x
， （2x ） 5x

， （4x ） 10x
，

（8×）20× ， （16×）40× ，（32X ） SO×
，
　 IEO×

，
320× ， （括弧 内は 大腸菌， 枯草菌に對 し ， 他

’
は 葡萄状球菌 に對す る倍数）の稀釋列 を作 り，

b の 各 シ ス テ ィ ン 溶液及 び 9cc の ブイ ヨ ン 塞天を

下例の如 く無菌的 に 混合 して 抗菌物質及 び シ ス テ イ ン の 所要稀釋 列を定め た ．

　〔例〕 大腸菌に 就て の 試驗に 於 け る培養濾液 20× ， シ ス テ ！「ン 0．1％ の場合で は 濾液 1ccに 2％ シ

ス テ ィ ン 溶液ICC を加 え た 混 液の iCC を 「ブ イ ヨ ン 」寒天9cc に加 えた．　　　　　　 ・．

　b） か くして得 た 「ブ イ ヨ ン 」 寒天 を溶 解 し て斜面 とな し， こ れ に供試菌 を塗抹 して 37度 に 20

時間保 つ て 得 た結果 は次表 の如 し．（表 中一〜幵｝は供試菌の發育程度を示 す）

　　　　　　　　　第 3 第 D 對 大 腸 菌
＼

＼ 、 稀 釋 倍數

　　　
＼ 、・

丶

。 ス テ ，蛎＼

20 × 4D× 80 × 160 × 320x6 鮒 x
シ ス テ イ

ン の み

0．10

，e10

．0010

惜 柵

↓

iD　　對　　枯　　草　　菌

卅

幵

骨

士

骭

枡

卅

廿

柵

桝

卅

1）　f ．
．r ． txl ，　

20xl40x 　lsox　b60x　i，　320xl640x 　lyob
0．10

．010
．OO10 十

十

土

什

＋

＋

柵

柵

桝

即 ち抗菌性物質の活性が シ ス テ ィ ン に よ
・
つ て 受 け る影響は 「ブイ ・ ン 」 蹴 て行 つ た結果 と全

く同 樣で ， 葡萄歌球菌 に對 して は實驗 皿に於 け る よ b も明瞭に シ ス テ イ ン の影響が現 われ た．

徇 すべ て の實驗 に於い て 明か な る如 くシ ス テ イ ン 自身は試驗範園内 の 濃度 で は 供試菌に對 し毫
も影響 を與 えな い ．

・
要 旨
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1．Streputcmtyces　 tinacet4Sの 生産す る 抗 菌性物質の 活性 に シ ス テ ィ ン の 及ぼ す影響を 「ブ イ ヨ

　　　　　　　　　　　 iii）　 對　葡　萄　状　球　菌

稀 糧 倍 數

シ ス テ イ ン ％

0・1
，

0．010

．OO正
o

50 × IOO × 200x

十

400x800x1 ，600x

柵

＋

3
，2〕Ox

卅

卦

士

6
，
400 ×

柑

柵

シ ス テ

イ ン の

み

柵「
卅

柵

ン 」及 び 「ブ イ ヨ ン 」寒 天塗抹兩 法に よ つ て 大腸菌，枯草菌及 び葡萄状球 菌に就 て調べ た．

　2．大腸菌，葡萄歌球 菌に對す る抗菌性物質 の 活性は著 し く組害 さ れ ， 0．i％ シ ス テ イ ン の存在

・ よっ て 鳩 菌 ・ tt・j・・9−・欄 は 長 一 端
一
程度 ・ 低下 する 　 　 　 　 　 　

’

．3
‘

反 之枯草菌 に 對 し て は 大腸菌な どの 場合ほ ど明瞭で な い が 抗菌性物質の 活性は 稍 々 促進さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 畢
れ る．

4．St．　tinαce’US 株の 生産 す る抗菌性物質の シ ス テ イ ン に よ お影響 は ス ト レ プ b マ イ シ ン に類似

して い る．

　 終 b に 臨 み ， 始 終 御 懇篤 なる 御指導並び に 御校閲を賜 つ た齋藤賢道 先 生 に深 謝致 し ます．

　　　　　　　　　　　　　　　　 交　　　　 献　
“
　　　　　　　　　 ・　　　　　 ・

1） 齋藤 ， 田中 ： ペ ニ シ リ ン ．1，4，235 （1947），　及L6
，
387 （1947），　　 ．2）　Denkelwater　et 　al．：

Science
， 102， 9 （1945）．　　　 3） Waksman 　et　aL ： Prec．　Soc．．exp ．　BioL　Med．

， 61，187・192（1946）．
4） Loo　et ・hL ：J。 ur ．　Bact．，501701−・709 （1945）．　　 5） Waksman 　et 　al ，： Ind．　EnS・．　Chem ．　Anal．　Ed．，
17i　556

’11558
　（1945）．

魚類 内臓中の ビ タ ミツ A の 利用 （第18報 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 卩

　　　煉 製品製造廢棄 内臓の ゼ タ ミ ン A の 利 用

　　　勝 　井　五 　一・ 郎

（京 都 大學工 學部工業化學敏 室高 田研究 室）

　　 1　 緒　　　　　醤

　魚類の 内臓量は その 種 類 ， 漁期 ， 漁場 ， 生理 ；伏態等 に依つ て異 b．．軆重の數％か ら30數％ の範

圍に あ り雫均 し て 10％ 沸後の もの で 我國の 漁獲高か らみ て 年額 數10萬 ト ン の 内臟が得 られ る筈で ，

内臓 中  ビ タ ミ ン 類，イ ン シ ユ V ン 等の 各 種の 有用成分 を合 理 的に 利用 す れ ば我 々 の 生 活に 益 す

る處 は甚だ大 き い が ， 現 状 をみ る と有用成分の利用 され て い る の は極 め て 1小 部分に過ぎす大部

分 の 内臓 は肥料とした り或は 廢棄さ れ て い る．漁獲物を廢棄 しな い と弐 う觀念か らすれ ば肥料と

す れば足 れ りと云 う事 に なろ うが不 見識 な策 と云 わ ざる を得な い ．

　さ て 蒲鉾， 竹輪等の 煉製品製造 に 際して も廢棄物 として相當量の 内臓を生す るが肥料 とされ る

程度で 有効に利用 され て い る の をみ ない ．しか る に煉製品製造 i；用 b る た ち うお
，

は た は た
， あ

かむ つ
，

い し もち， ほ うぼ う，

’
こ ち，

かれ い 等は 内臓の ビ タ ミ ン A 含量が豊富で あ り， 同一種
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
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